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1. はじめに

鋼中に存在する酸化物の量，組成，粒径は，鉄鋼の強加
工性や表面性状などの品質特性に大きな影響を与える。そ
のため鋼中酸化物の低減を目指した製鋼操業技術の多くの
改善がなされてきている。一方，高い清浄度を有する鉄鋼
材料を必要とする用途は拡大しており，今後さらに酸化物
の低減に対する要求は強まるものと予測される。
従来，鋼中酸化物の評価法としては，化学溶解抽出分離

法 1～3）の開発が望まれていた。
一方，スパーク放電発光分光分析法は迅速に元素分析が

でき，操作も簡便であるため製鋼操業管理分析の主力分析
装置として広く用いられている

6）。このスパーク放電発光
分光分析法では，Alや Tiなどの鋼中酸化物への放電が発
生すると，これら酸化物形成元素および酸素の非常に強い
発光（以下，異常発光と記す。
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複数試料について得られた開発法と光学顕微鏡観察での
推定最大粒径の比較を Fig. 8に示す。光学顕微鏡では元素
ごとの識別ができないので直接の比較はできないため，縦
軸を同じにして横軸に Al，CaおよびMg系酸化物につい
ての推定最大粒径としてプロットしている。試料中で存在
比の大きいと考えられる Al系酸化物について良好な相関関
係が得られている。

4.2 低炭アルミニウムキルド鋼中
アルミナ系酸化物の粒径分布測定

一般的な低炭アルミニウムキルド鋼スラブについてアル
ミナ系酸化物の粒径分布を測定した。
その結果の一例を Fig. 9に示す。Fig. 9には，合わせて
酸溶解 -光回折法で求めた粒径分布も合わせて示してある。
Fig. 9から分かるように，本法で求めた粒径分布は酸溶解 -

光回折法で求めたものと相関があり，本法が迅速な粒径分
布測定法として活用できることを示している。
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